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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年は春からクマについての話題が飛び交いましたし、秋田県で深刻な事故もありました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
木の実の豊凶が出産率に与える影響は限定的。しかし、今年の目撃数増加と関係している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例年5-7月にかけて若干出没がみられ、その後目撃がさほどでもなくなるのがふつう。しかし、秋に目撃が著しく多くなる年もある。2003年からだと2004、2006年、2010年がそのような年で、クマが越冬の準備をする秋に山の木の実が不作で食料不足でクマが里に下りてきて目撃数が増えたということがわかっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目撃件数が増えているのは、小松市と金沢市です。目撃数の増加には、小松市と金沢市の出没地域の立地などの特別事情もあるようです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
年平均1.8名の方が被害に遭われている。2001、2004、2006、2010年は、秋に木の実の不作で秋に出没が多く、多くの方が被害に遭われた。こうした年を除くと年平均1.1人の被害。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
春、夏、秋とも平常年には、0.3～0.5人程度、大量出没年の秋には平常年の10倍の被害者数になる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
冬眠明けで体力回復のため、若葉を食べる。山菜もクマのごちそう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
若いクマの移動分散が活発な時期。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
クマは食欲増進。山菜取りや林内作業、狩猟など山の中での事故が主。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大量出没の年は、市街地など思いがけないところに出没して日常生活をしている人が事故に遭う。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
白山を中心に広がる石川県のクマの分布の先端部
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういうことからも木の実の豊凶がメスの出産率に与える影響は限定的。木の実が多い年と少ない年に、繁殖可能なメスが同数いたらなりたつかもしれないという話。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アメリカクロクマでは、多少凶作であっても、大豊作であっても妊娠可能なメスはほぼ妊娠し、翌年出産する。大凶作の年は、母体の栄養が足りず受精卵が胎盤に着床しなかったり、流産で繁殖メスの割合は大きく減少する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生理的に乳飲み子を持っていると繁殖できない。また、凶作、並作、豊作くらいの変化では繁殖に影響しないとなれば、通常、毎年50％のメスが繁殖するということになります。そのパターンが大きく変化することがある。この極端現象と今年の出没が関係すると考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この極端現象を起こすきっかけは、大凶作の年です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これはまだ仮説段階であり、捕獲個体の年齢構成を調べる必要がある。


A S D A B g B TR K

- BNETOYX/TTID
) DHPEK. 20035 (KB
: Ayisa) 20145 K5 (Bk
Aya)EFTOEIE. 51
S f’ 8 BNRYX/TI<E
e

\J

HEEEMICED]



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
出没が頻繁になった背景にも注意をする必要があります。1978年から比べると35年間で1.6倍
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういったクマの生息状況の変化がありますが、人身事故を防ぐ原則はかわりません。
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